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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・身だしなみチェック表がスタッフファイルに入っています。2/1(日)までに記入し、ホワイトボード前の茶色の封筒に入れてください。

・伊藤Drは来週不在の為、来週の診察はありません。処方ある方は2/9(月)まで処方を頂いているので、2/9(月)に指示受けして下さい。

＜注目患者様NCP評価＞

・根岸　英子様～連日動作緩慢さやベッドから起き上がれないといった状態が続いています。今朝はトイレに入った際、出て来れず、鍵を開けて欲しいと伝えていますが、鍵まで手が届かない状態にあり、朱夏に連絡し開けてもらいました。移動時は前傾小走りでやや左に傾いている為常に見守り、介助を要しています。水分補給を促しても自力で飲むことできずストロー使用していました。最近の本人様の状態や本日の様子を主治医へ情報提供し、ダントリウム、レバミピドが4日分追加処方となっています。本日の歯科については「治りました。」と話され拒否しています。又、本日主治医、家族、ケアマネとの面談をしています。

・豊巻　薫様～昨日イライラ感訴え、衝動行為をしたくなる、一人で部屋にいるほうが良いと話され、表情の険しさ見られています。本日は表情の冴えなさはあり、イライラ感訴え午後の作業を途中退席しています。本人の精神状態を考慮し、402号室への移動をしてはと本人へ伝えていますが、今日明日は忙しい為日曜日移動すると話されています。引き続き衝動行為に注意し周囲とのトラブルがないよう見守り、介入していきましょう。又精神症状の観察を行っていきましょう。

＜SSTミーティング＞

・短期目標の評価

＜猪股Drケース検討＞

・木村　義重様～診察：排便は昨日1回、本日2回あった事を話されています。シンラック液2本処方となっています。

　　　　　　　　　　　右足の第一趾の陥入爪については主治医から爪の切り方について指導を受けています。爪周囲の発赤、浸出液が見られる為、本日の入浴後に処置する事としています。

＜伊藤Drケース検討＞

・法霊崎　恵子様～最近予測指示の薬を服用する機会は減ってきていますが、状態としては1日のほとんどを臥床し過ごされ、入浴や歯磨き、着替え等がなかなかされていない傾向にあります。入浴の日は必ず声掛けをし、入浴しなくても着替えや足浴ができればと思いますので各スタッフ必要時声掛けや介助をお願いします。

診察→診察では体調について「よくありません。」と話されています。又発汗、振戦が目立っています。寝つきも良くないと表情は冴えないです。ブロチゾラムが増薬になり10日分処方となっています。又、2/2(月)7時採血の指示受けています。

・十日市　利喜様～先週主治医より通帳の管理をすることを提案されていますが拒否しています。本日も同様に通帳の自己管理と「悠湯の里」への入所をすすめられていますが、「あそこはだめだ。16万もする。」「めんどくさい。」等話され拒否的です。

＜受け持ち患者様支援検討＞

氏名：田野端　忠夫様(77)　病名：統合失調症　主治医：安ヶ平Dr

入院年月日：平成3年(1991)11月2日　当院3回目　入院形態：任意入院　

【入院前の経過】

　S39．10頃妄想・幻聴に基づく粗暴興奮発現し、東京松沢病院S39.11頃～S40.2.10入院加療。未治のまま帰郷し、S40.2.10当院に転医入院し加療している。H2.4.16を初回とし、合計2回、肺結核（2回目入院時は肺炎）により、国立療養所で入院加療している。

　H3.11.2肺炎治療終了し当院再入院。欠陥状態続き、感情鈍麻・意欲減退見られ、対人関係トラブルもみられている。

【入院後の経過】

　生活パターンは、変化なく経過している。排尿のための中途覚醒があり再入眠はするが、午前2時半～3時には起床するという生活である。

　セルフケア能力は低下してきている。排泄は概ね自立しているが、尿で股間部を濡らしていることが多い。濡れている自覚は乏しく、そのまま尿臭のする下着を着用している。

　身辺整理が不十分であり、脱いだ衣類を洗濯せずダンボール箱に投げ入れたままになっている為介入援助を要している。入浴・更衣も不充分である。H26年2月から、入浴はスタッフ見守りで実施することとしているが拒否なく行っている。

　時折倦怠感を訴えるが、日常生活への支障はなく、薬剤に固着することはない。呼吸苦はないが、過度な運動はしないようにする、予防のマスク着用するなど自己管理の姿勢はある。

　生活意欲も減退している。面倒なことや手間のかかることは敬遠し依存的な面がある。他との交流は少なく、余暇時はマンガ本などを読んでいることが多い。過干渉となったり他をからかうなどの行為はなく、対人関係でのトラブルはない。

　12/19久慈市からの依頼を受け八戸市職員来院し本人と面談している。1/22久慈市の生活保護病状調査で市の職員が来院し本人と面談している。

【今後の方向性】

・主治医より久慈市の職員へ退院は身体状態が安定してからの検討が必要と話をしている。

・本人は施設への入所については拒否的。しかし現在の年齢や今後を考慮し、施設入所考えていかなければならない為久慈市にある施設をピックアップし検討していく。(八戸市内も含めて)

【その他】

・生活保護　受給中(久慈市福祉事務所)

・精神障害者保健福祉手帳1級　受給中(有効期限：Ｈ26.8.31)←※期限切れ！確認必要！

・老齢基礎年金　受給中

